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状況について論 じる｡ §3では雛型モデルを用いて不規則散乱に内在す る規則性【5.6]を明 らか




2.1分離曲面 と有効- ミル トニアン 位相空間内の変換Gを考え､物理的空間の力学変数か ら






























































前節のモデル (式 (2))では (E?の具休的関
数型 に拘 らず)HeH にループ構造があることと 3
断熱 ポテンシャルに窪みがあることが同値であ
ることが示せる｡即 ち個のモデルの非弾性衝突
は図 4に描いたような窪みを持 った断熱 ポテン
シャル群の間で起 こる非断熱遷移 と考えること










がで きる｡初期振動作用J;で入 ってきた古典軌跡は非断熱遷移を起 こし振動作用がその初期瀕
動位相 か に依存 して色々な値をとる｡振動作用が間借JM=H/Q(の)より大 きいと軌跡は束縛 さ
れる｡ うまいタイ ミングで振動作用がJMより小 さくなって外に出 られるまで軌跡は断熱 ポテン
シャルの窪みの中を右往左往す る｡ この描像に従 って次のような仮定の下で定式化を行 った｡
仮定 く1) :非断熱結合は一点Q;QTの上 に局在化 している､すなわち､
d(Inn)/dO;入6(QT) (4)
但 しえは結合定数､ 6はデルタ関数である｡仮定 (2) :解熱 ポテンシャルは遠方でWトexp【
-γQ]のように表せる.定式化の結果は次の通 りである｡励起プロファイルはn次(n:0-0)の氷
柱の集合であって､ 人の最低次近似でn次の氷柱は漸化式
Jn= Jn-1 eXP [2人 sinx (Jnl1)sin t2¢ n - I
+const.日 (5) を
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